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〜町長提案〜〜町長提案〜

●令和５年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定……………………………………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入歳出決算の認定………………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算の認定……………………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入歳出決算の認定………………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳入歳出決算の認定……………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算の認定……………………… 可　　 決

●令和５年度藍住町下水道事業会計歳入歳出決算の認定………………………………………… 可　　 決

●令和６年度藍住町一般会計補正予算…………………………………………………………… 可　　 決

●令和６年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算…………………………………… 可　　 決

●藍住町国民健康保険条例の一部改正…………………………………………………………… 可　　 決

●藍住町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正………… 可　　 決

●徳島県後期高齢者医療広域連合規約の変更…………………………………………………… 可　　 決

●藍住町教育委員会委員任命の同意……………………………………………………………… 筒井あけみ氏

●藍住町教育委員会委員任命の同意……………………………………………………………… 竹内郁夫氏

●藍住町教育委員会委員任命の同意……………………………………………………………… 森奥典子氏

●固定資産評価審査委員会委員選任の同意……………………………………………………… 安宅恒夫氏

〜議員提案〜〜議員提案〜

●刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書………………………………………… 可　　 決

●議員派遣の件について…………………………………………………………………………… 可　　 決

〜諮　問〜〜諮　問〜

●人権擁護委員候補者の推薦……………………………………………………………………… 近藤章子氏

〜報　告〜〜報　告〜

●令和５年度財政健全化判断比率の報告
●令和５年度水道事業会計資金不足比率の報告
●令和５年度下水道事業会計資金不足比率の報告

９月議会定例会が９月３日から19日までの17日間の会期で開会さ
れ、次の議案について審議しました。
　一般質問では５人の議員が登壇し、町政について質問しました。９月定例会
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区　　　　　分 歳　入　額 歳　出　額 継続費逓次繰越・
繰 越 明 許 費 実質収支額

一　　般　　会　　計 130億2,228万円 120億8,621万円 6,902万円 8億6,705万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 34億2,005万円 33億1,095万円 0円 1億910万円
介 護 保 険 事 業 30億959万円 27億8,159万円 0円 2億2,800万円
介 護 サ ー ビ ス 事 業 1,198万円 1,168万円 0円 30万円
後期高齢者医療事業 4億6,582万円 4億5,268万円 0円 1,314万円

区　　　　　分 収 入 総 額 支 出 総 額 収益的収支純利益（消費税調整後）
および資本的収支不足額

水 道 事 業 会 計
収益的収支 5億3,796万円 4億9,296万円 3,760万円
資本的収支 868万円 1億3,720万円 ※△１億2,852万円

下水道事業会計
収益的収支 3億8,803万円 3億4,188万円 4,440万円
資本的収支 2億3,989万円 3億1,977万円 ※△7,989万円

端数処理により、誤差が生じる場合があります。

※水道事業・下水道事業の資本的収支不足額については、内部留保資金等で全額補填しました。

★令和５年度　決算認定★

令和６年 第２回 臨時会令和６年 第２回 臨時会
　10月25日開催の臨時会において次の議案が上程され、可決しました。
●令和６年度藍住町一般会計補正予算の専決処分の報告と承認…………………………………可　　 決
　歳入歳出それぞれ1,300万円増額し、予算総額を131億2,300万円とする。
●物品の買入れの追認について…………………………………………………………………… 可　　 決
●物品の買入れの追認について…………………………………………………………………… 可　　 決
●物品の買入れの追認について…………………………………………………………………… 可　　 決
●物品の買入れの追認について…………………………………………………………………… 可　　 決

「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」を提出
　  提 出 先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣

 （内容）�　罪を犯していない人が、犯罪者として法による制裁を受ける冤罪は、その人の人生を破壊し、
人格を否定すると同時に、法制度自体の正当性を失わせるものです。

　　　 �　冤罪はあってはなりませんが、後を絶ちません。
　　　 �　袴田事件では、静岡地裁の再審開始決定に対して検察が不服申し立てをしたことによって

再審開始が確定するまで９年の歳月が浪費され救済が遅れました。こうしたことを繰り返さ
ないためには、法的な制限を加える必要があります。

　　　�　再審法制における証拠開示制度の確立、検察官の上訴制限が焦眉の課題であり、誤った有罪
判決を受けている無辜の者を迅速に救済するために、下記のとおり再審法の改正をおこなうよ
う強く求めます。

記
１　再審請求人の求めに対し、検察が有する証拠の全面開示を法整備すること。
２�　再審開始決定に対する検察の不服申し立て（上訴）がいたずらにおこなわれることのないよう制限
を加えること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

意 見 書
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0

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

～
住
宅
使
用
料
～

問
令
和
５
年
度
の
悪
質
滞
納
者

の
強
制
退
去
者
数
と
本
人
の

意
思
に
よ
る
退
去
件
数
は
。

答
強
制
退
去
が
２
件
、
本
人
の

意
思
に
よ
る
退
去
が
10
件
。

問
収
入
未
済
額
が
６
８
２
６
万

５
２
１
５
円
と
あ
る
が
、
強

制
退
去
を
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
は
。

答
収
納
の
見
込
み
が
な
い
滞
納

分
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

委
員
会
な
ど
で
不
能
欠
損
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
ど

う
い
う
ふ
う
な
納
付
指
導
を

し
て
い
る
の
か
。

答
委
任
し
た
顧
問
弁
護
士
か
ら

通
知
し
、
使
用
料
滞
納
分
の

納
付
及
び
町
営
住
宅
明
渡
し
を
求

め
て
い
る
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

　
　
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
水
道
事
業
会
計
決
算

～
未
収
金
～

問
流
動
資
産
の
未
収
金
１
６
８
２

万
７
５
７
４
円
の
う
ち
、
水

道
料
金
の
未
収
金
は
い
く
ら
か
。

答
令
和
６
年
３
月
３１
日
現
在
で

１
６
３
９
万
３
５
７
４
円
。

～
給
水
停
止
件
数
～

問
令
和
５
年
度
で
何
件
あ
っ
た

か
。

答
文
書
発
送
延
べ
６６
件
の
う

ち
、
停
止
実
施
は
１２
件
。

～
配
水
施
設
工
事
～

問
工
事
が
５
件
あ
り
、
全
て
12

月
以
降
の
工
事
と
な
っ
て
い

る
が
、
何
故
こ
の
時
期
に
な
る
の

か
、
ま
た
こ
の
時
期
よ
り
前
倒
し

に
で
き
な
い
の
か
。

答
稲
作
が
大
体
９
月
の
中
か
ら

下
旬
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
間
は
、
田
に
水
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
道
路
を
掘
る
場
合
、
水
が
出

て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
理
由
や
、

雨
や
台
風
が
お
さ
ま
っ
た
頃
に
工
事

を
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

時
期
に
な
っ
て
し
ま
う
。

～
配
水
管
布
設
工
事
～

問
国
か
ら
の
補
助
金
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
が
本
町
の
補
助

金
の
活
用
状
況
は
。

答
本
町
の
水
道
事
業
が
採
択
さ

れ
る
基
準
に
合
致
す
る
メ
ニ

ュ
ー
は
、
現
在
な
い
た
め
、
補
助

金
が
受
け
ら
れ
て
な
い
状
況
で
あ
る
。

～
令
和
５
年
度
水
道
事
業
損
益
計
算
書
～

問
当
年
度
純
利
益
が
約
３
７
０

０
万
あ
る
が
、
こ
れ
を
使
っ

て
、
翌
年
度
に
水
道
の
耐
震
化
を

図
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

も
安
心
安
全
な
水
の
供
給
を

す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

資
金
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、

全
て
の
利
益
分
を
事
業
に
つ
ぎ
込
む

の
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
で
も
１０
億
円
の
剰
余
金

が
あ
る
と
明
記
し
て
あ
る

が
、
仮
に
こ
の
中
か
ら
、
３
０
０
０

万
円
を
耐
震
化
に
図
れ
ば
、
今
年
と

同
等
、
も
し
く
は
令
和
５
年
度
よ
り

か
少
し
短
く
は
な
る
が
、
配
水
管
の

布
設
工
事
が
で
き
る
の
で
は
。

答
令
和
６
年
度
予
算
に
お
い
て

も
、
耐
震
化
へ
の
布
設
替
え

工
事
の
予
算
と
し
て
、
材
料
費
込
み

で
１
億
円
程
度
を
計
上
し
て
い
る
。

利
益
と
は
別
に
毎
年
１
億
円
程
度
、

計
上
し
て
執
行
を
し
て
い
る
。

委
員
長　
前
田　
晃
良

建
設
産
業
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

～
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
～

問
委
託
料
の
不
用
額
が
１
１
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
。

答
当
初
、
出
さ
れ
て
き
た
計
画

表
に
基
づ
い
て
支
払
っ
て
い
る
。

実
績
に
よ
り
金
額
が
低
く
な
っ
た
。

問
工
事
請
負
費
の
不
用
額
１
６

１
万
円
の
理
由
は
。

答
東
中
富
児
童
館
の
防
水
工
事

に
つ
い
て
、
国
の
補
助
金
を

も
ら
う
た
め
に
次
の
年
に
実
施
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

～
保
育
所
総
務
費
～

問
不
用
額
、
３
０
０
万
円
は
多

す
ぎ
る
の
で
は
。

答
で
き
る
だ
け
節
約
し
て
も
ら

う
よ
う
に
話
を
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
出
て
き
た
不
用
額
で
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  

特
別
会
計
決
算

特
別
会
計
決
算

～
国
民
健
康
保
険
事
業
～

問
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
給

付
費
現
年
課
税
分
の
滞
納
額

に
つ
い
て
、
ほ
か
の
市
町
村
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答
同
程
度
と
認
識
し
て
い
る
。

問
医
療
給
付
費
分
滞
納
繰
越
分

の
未
収
が
約
５
２
０
０
万
円
。

現
年
度
が
２
１
０
０
万
円
の
滞
納

で
、
過
年
度
を
含
め
て
７
３
０
０
万

円
の
滞
納
額
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
か
と
思
う
が
、
昨
年
の
滞
納
の

調
定
額
と
ほ
ぼ
同
じ
か
少
し
増
え
た

と
い
う
認
識
で
よ
い
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
。

問
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
の

需
用
費
１
７
０
万
円
が
不
用

額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
様
々
な
経
費
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
最
終
こ
の
金
額
し
か

支
出
が
な
か
っ
た
。

～
介
護
保
険
事
業
～

問
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
今
年
は
生
活
支
援

サ
ポ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
い
る
が
、

昨
年
と
同
じ
３
０
０
万
円
の
予
算
で

賄
え
る
の
か
。

答
支
出
す
る
費
目
と
し
て
は
同

じ
と
こ
ろ
で
支
出
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

問
需
用
費
の
不
用
額
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。

答
予
算
の
計
算
は
、
令
和
７
年

度
の
当
初
予
算
の
と
き
も
含

め
、
精
査
し
て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。 委

員
長　
永
浜　
浩
幸

委員会風景

常 任 委 員 会  主 な 質 疑常 任 委 員 会  主 な 質 疑
　９月定例会の議案については、その審査を各常任委員会に付託しました。
　各委員会において審査した結果、それぞれ全会一致で原案可決され、最終日に各委員長から審査結果の報告があり
ました。主な質疑・意見については次のとおりです。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
森　
　
伸
二

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度  
一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
決
算

～
滞
納
率
～

問
町
民
税
個
人
現
年
課
税
分
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
や
他

町
村
に
比
べ
て
多
い
の
か
、
少
な

い
の
か
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
と
の
差
は
。

答
県
内
の
中
で
は
中
の
上
ぐ
ら

い
の
位
置
に
あ
る
。
国
民
健

康
保
険
は
、
雇
わ
れ
て
い
な
い
方
の

率
が
高
い
保
険
で
あ
る
の
で
、
相
対

的
に
納
付
能
力
が
低
く
な
り
、
滞
納

率
が
高
い
結
果
と
な
る
と
い
う
認

識
。～

町
債
～

問
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
と

し
て
当
初
予
算
は
６
６
５
０

万
円
計
上
さ
れ
、
補
正
予
算
で
６
６

５
０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
。

答
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化

緊
急
対
策
事
業
債
を
財
源
と

し
て
改
め
て
計
上
し
た
。

～
交
通
安
全
対
策
費
～

問
１
５
０
万
円
当
初
予
算
よ
り

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
に
使
わ
れ
た
の
か
。

答
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
助
成
金
及
び

そ
れ
以
外
の
補
助
と
な
っ
て

い
る
。

～
災
害
対
策
費
～

問
補
正
予
算
額
マ
イ
ナ
ス
５
８
５

万
９
０
０
０
円
の
補
正
に
つ

い
て
。答被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

の
た
め
の
予
算
で
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
導
入
段
階
で
い
く
つ
か
の
新

し
い
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
、調
査・

研
究
し
た
上
で
改
め
て
シ
ス
テ
ム
導

入
を
図
り
た
い
と
考
え
た
た
め
。

～
学
校
総
務
費
～

問
工
事
請
負
費
が
７
６
４
０
万

円
の
予
算
で
支
出
が
１
８
２

２
万
円
、
繰
越
が
９
０
０
万
円
、
不

用
額
が
４
９
２
３
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
何
の
工
事
を
予
定
し
て
い
た
の
か
。

答
東
中
学
校
体
育
館
の
床
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
た

が
、
設
計
業
務
に
取
り
か
か
っ
た
と

こ
ろ
、
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
た

金
額
を
大
き
く
上
回
る
資
金
が
必
要

と
な
っ
た
。
ま
た
、
工
事
期
間
が
夏

休
み
を
利
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
た

め
、
当
該
年
度
の
実
施
が
難
し
く
、

翌
年
度
以
降
に
見
送
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

問
小
学
校
や
中
学
校
の
管
理
費

で
１
０
０
万
円
以
上
不
用
額

が
残
っ
て
お
り
、
７
つ
合
計
で

１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
。

答
水
道
や
電
気
代
な
ど
や
経
常

的
な
修
繕
費
も
含
ま
れ
て
お

り
、
近
年
の
電
気
代
の
高
騰
を
見
越

し
て
、
年
度
の
途
中
で
不
足
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
少
し
多
め
に
予
算

計
上
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
突
発
的

な
修
繕
が
な
け
れ
ば
、
不
用
額
と
し

て
残
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

～
外
国
語
教
育
支
援
事
業
～

問
英
語
検
定
料
補
助
が
71
件
と

な
っ
て
い
る
が
藍
住
中
学

校
、
藍
住
東
中
学
校
以
外
の
生
徒

の
分
も
こ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い

る
の
か
。

答
現
在
は
町
立
中
学
校
に
通
う

生
徒
と
限
定
し
て
い
る
た

め
、
藍
住
中
学
校
と
藍
住
東
中
学
校

の
生
徒
の
み
で
あ
る
。

問
令
和
６
年
度
の
受
験
に
係

り
、
生
徒
た
ち
の
指
導
は
し

て
い
る
の
か
。

答
中
学
校
の
学
校
長
に
、
書
面

配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

す
ぐ
ー
る
等
で
も
保
護
者
に
周
知
し

た
り
、
教
員
か
ら
も
そ
の
旨
を
指
導

し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
伝

え
、
英
検
を
受
け
る
意
欲
を
高
め
て

ほ
し
い
と
指
示
し
て
い
る
。

～
赤
ち
ゃ
ん
先
生
ク
ラ
ス
実
施
事
業
～

問
何
年
ぐ
ら
い
実
施
し
て
き
た

の
か
。

答
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
。

問
今
年
、
や
め
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
。

答 

や
め
た
わ
け
で
は
な
く
再
検

討
を
し
て
い
る
。

～
災
害
用
備
蓄
品
整
備
事
業
～

問
令
和
５
年
度
の
購
入
の
実
績

が
あ
る
が
、
ど
こ
に
備
蓄
を

さ
れ
て
い
る
の
か
。 

答
矢
上
に
あ
る
防
災
備
蓄
倉
庫

と
小
中
学
校
に
設
置
し
て
あ

る
防
災
倉
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
数

を
備
蓄
し
て
い
る
。

問
倉
庫
を
増
や
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
今
年
度
、
予
算
計
上
し
て
い

る
防
災
関
係
施
設
の
用
地
費

等
で
あ
る
が
、
そ
の
防
災
関
連
施
設

に
つ
い
て
も
備
蓄
機
能
を
持
た
せ
る
予

定
に
し
て
い
る
た
め
、
将
来
的
に
は
備

蓄
を
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問
笠
木
と
徳
命
の
交
番
の
跡
地

を
備
蓄
倉
庫
と
し
て
確
保
し

て
い
く
べ
き
で
な
い
か
。

答
西
交
番
は
、
敷
地
が
備
蓄
倉

庫
に
向
い
て
い
る
か
と
い
う

と
少
し
無
理
が
あ
る
と
思
う
。
東
交

番
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入
っ
て
い
る

た
め
、
撤
去
し
て
消
防
の
駐
車
場
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
今
、
検
討
し

て
い
る
。

～
住
宅
耐
震
化
推
進
事
業
費
～

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。

答
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助

金
、
耐
震
改
修
工
事
に
係
る

補
助
金
が
現
行
最
大
１
０
０
万
円
で

あ
る
が
倍
増
し
、
国
、
県
、
町
入
れ

て
合
計
２
０
０
万
円
の
補
助
制
度
に

改
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
周
知
に
つ
い
て
。 

答
補
正
予
算
成
立
後
は
、
い
ろ

ん
な
方
法
で
周
知
を
図
っ
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

～
藍
染
普
及
事
業
～

問
藍
の
館
の
歴
史
へ
の
学
び
、

藍
染
め
体
験
な
ど
の
訪
日
観

光
ツ
ア
ー
の
参
加
者
に
つ
い
て
。

答
大
体
３
６
０
０
人
ぐ
ら
い
の

方
が
海
外
か
ら
来
ら
れ
た
。

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

問
備
蓄
倉
庫
を
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

答
桜
づ
つ
み
公
園
東
側
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
の
備
品
等

の
倉
庫
の
横
を
予
定
し
て
い
る
。

問
ど
う
い
う
物
を
入
れ
る
予
定

か
。

答
災
害
関
連
の
備
品
な
ど
。

問
仮
設
ト
イ
レ
の
購
入
計
画
に

つ
い
て
。

答
計
画
的
に
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を

備
蓄
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
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問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
へ
の
寄
附
金
の
う
ち

10
％
を
こ
ど
も
食
堂
へ
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問
返
礼
品
に
藍
の
館
で
の
藍
染
体
験
と
奥
村
家
住
宅
で

の
本
膳
料
理
の
食
事
体
験
を
加
え
た
ら
ど
う
か
。

答
藍
の
館
を
活
用
し
た
旅
行
商
品
は
、
価
格
設
定
が
で

き
て
い
な
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
藍
の
館
の
指
定
管
理
者
に
働
き

か
け
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　　

��

今
後
も
適
切
に
精
査
を
重
ね
て
拡
充
に

今
後
も
適
切
に
精
査
を
重
ね
て
拡
充
に

　
つ
な
げ
た
い

　
つ
な
げ
た
い

問 
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
へ
の
助
成
金
等
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
当
該
対
象
者
が
安
全
に
運
動
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
る
と
判
断
で
き
な
い
限
り
、
助
成
要
件
の
緩
和
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。既
存
の
介
護
予
防
事
業
の
中
か
ら
、

受
入
れ
可
能
な
介
護
予
防
事
業
の
検
討
を
並
行
し
て
進
め
て

い
る
。問

地
震
対
策
と
し
て
、
給
水
車
の
導
入
へ
の
情
報
収
集

に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
高
額
で
あ
る
こ
と
、
普
通
運
転
免
許
で
運
転
可
能
な

車
両
、
車
種
に
制
約
が
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

第
１
回
定
例
会
質
問
事
項
の

第
１
回
定
例
会
質
問
事
項
の

進
捗
確
認
に
つ
い
て

進
捗
確
認
に
つ
い
て

　　
��

検
討
を
進
め
た
い

検
討
を
進
め
た
い

問
給
水
拠
点
か
ら
遠
い
指
定
避
難
所
に
耐
震
性
貯
水
槽

を
設
置
し
、
飲
み
水
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

答
応
急
給
水
の
方
法
は
原
則
と
し
て
拠
点
給
水
方
式
と

し
て
い
る
。
第
１
浄
水
場
に
は
耐
震
性
貯
水
槽
を
有

し
て
お
り
、
こ
こ
に
臨
時
の
給
水
栓
を
設
置
し
給
水
。
第
１

浄
水
場
か
ら
各
指
定
避
難
所
へ
は
、
給
水
タ
ン
ク
を
乗
せ
た

ダ
ン
プ
カ
ー
で
運
搬
し
、
給
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
に
つ
い
て

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
に
つ
い
て

　　

��

他
の
手
段
同
様
に
調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い

他
の
手
段
同
様
に
調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い

給
水
車
購
入
の
補
助
金
創
設
に
向
け
た
要
望
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
県
等
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
千
間
堀
の
排
水
路
対
策
と
し
て
、
町
外
分
に
つ
い
て

は
、
他
自
治
体
等
と
の
協
議
に
な
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
北
島
町
へ
訪
問
し
、
北
島
町
側
の
行
政
区
域
に
あ
る

千
間
堀
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
の
状
況
に

応
じ
て
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
四

国
へ
訪
問
し
、
同
様
の
説
明
を
し
、
勝
瑞
地
区
の
冠
水
の
解

消
に
必
要
と
な
る
除
草
、
伐
木
の
実
施
を
要
望
し
た
。

問
本
町
側
で
の
流
下
を
阻
害
す
る
樹
木
の
伐
採
予
定
は

い
つ
頃
か
。

答
千
間
堀
は
干
満
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
渇
水

期
の
適
切
な
時
期
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

藍の館での藍染体験
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問
宮
崎
県
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
り
気
象
庁
は
南
海

ト
ラ
フ
地
震
情
報
を
発
表
し
た
。
本
町
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
た
か
。

答
直
ち
に
発
災
時
の
初
動
体
制
の
確
認
、
各
施
設
の
設

備
等
の
確
認
な
ど
を
実
施
。
政
府
の
特
別
な
呼
び
か

け
が
終
了
し
た
日
ま
で
、
職
員
が
交
代
し
て
24
時
間
体
制
で

対
応
に
当
た
っ
た
。

問
災
害
時
の
避
難
対
策
等
、
要
援
護
者
へ
の
取
組
は
。

答
要
配
慮
者
を
含
む
町
民
の
皆
様
に
対
し
、
日
頃
か
ら

の
備
え
の
再
確
認
な
ど
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
て
行
っ
て
い
る
。

問
発
災
直
後
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害

者
へ
の
取
組
は
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

　　

��

し
っ
か
り
周
知
、
啓
発
を
行
い
た
い

し
っ
か
り
周
知
、
啓
発
を
行
い
た
い

問
障
害
者
１
、２
級
の
方
に
対
す
る
補
助
金
や
助
成
制

度
等
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答
個
別
対
応
を
基
本
と
し
て
い
る
。
該
当
の
手
帳
を
所

持
す
る
方
の
み
が
助
成
対
象
と
な
る
場
合
、
直
接
通

知
を
行
う
こ
と
で
、
適
切
な
事
務
処
理
が
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
に
つ
い
て
、
本
町
で
も
支
給

を
考
え
て
は
。

高
齢
者
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

　　

��

ス
ム
ー
ズ
な
運
用
が
実
施
で
き
る
よ
う

ス
ム
ー
ズ
な
運
用
が
実
施
で
き
る
よ
う

　
努
め
て
い
き
た
い

　
努
め
て
い
き
た
い

問
情
報
を
見
や
す
い
よ
う
に
、
各
団
体
の
活
動
詳
細
が
わ

か
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
小
中
学
校
や
学
童
施
設

な
ど
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
支
援
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
受
け

入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
営
利
目
的
と

し
て
は
考
え
に
く
い
様
々
な
活
動
情
報
と
し
て
出
せ
る
基
準

は
。答

公
平
性
の
確
保
と
い
う
点
か
ら
、
国
や
地
方
公
共
団

体
、
地
方
公
共
団
体
が
委
託
を
す
る
事
業
実
施
者
が

主
催
、
共
催
、
後
援
と
な
っ
て
い
る
行
事
活
動
な
ど
の
情
報

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
国
や
他
の
自
治
体
に
お
い
て
も
特
に
情
報
周
知
に
つ

い
て
は
積
極
的
な
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
う
い
っ
た

中
で
本
町
の
考
え
は
。

答
子
供
た
ち
の
選
択
肢
が
増
え
る
情
報
の
発
信
は
、
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
活
動
支
援
の
た
め
の
財
政
上
の
措
置
に
即
し
た
取

組
、
新
た
な
団
体
の
参
入
可
能
性
、
公
平
公
正
な
手

続
き
等
の
確
保
と
今
後
、
民
間
団
体
と
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
く
の
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
保
持
し
た
上
で
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
の

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
の

公
共
機
関
へ
の
情
報
共
有
に

公
共
機
関
へ
の
情
報
共
有
に

つ
い
て

つ
い
て

　　

��

民
間
主
導
の
活
動
に
つ
い
て
も
情
報
の
周
知
を

民
間
主
導
の
活
動
に
つ
い
て
も
情
報
の
周
知
を

適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い

答
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
個
別
避
難
計

画
の
作
成
を
推
進
し
て
い
る
。

問
井
戸
水
の
活
用
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
避
難
所

等
で
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
本
町
の
取
組
は
。

答
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
登
録
数
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

あいずみ防災フェス

答
事
業
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。
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問
６
月
定
例
会
で
河
原
副
町
長
は
、
反
問
権
を
行
使
し

て
、「
ま
る
で
決
定
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
断
定
を

し
た
内
容
で
質
問
を
さ
れ
た
根
拠
」を
問
わ
れ
ま
し
た
。
藍

住
町
行
財
政
改
革
基
本
計
画
２
０
２
０
を
策
定
し
、
町
の

民
間
委
託
の
取
組
方
針
で「
退
職
者
不
補
充
と
し
て
い
る
技

能
労
務
員
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
８
年
度
末
ま

で
に
１０
人
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
業
務
体
制

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
の
約
８
割
を
労
務
職
員

が
占
め
て
い
る
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ご

み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
」と
述

ご
み
の
収
集
業
務
の
民
間
委
託

ご
み
の
収
集
業
務
の
民
間
委
託

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　　

��

藍
住
町
行
財
政
改
革
基
本
計
画
に
基
づ
き

藍
住
町
行
財
政
改
革
基
本
計
画
に
基
づ
き

　
現
在
検
討
し
て
い
る

　
現
在
検
討
し
て
い
る

問
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
11
・
１%

で
９
割
の
人

が
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

①
藍
住
町
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
未
加
入
者
へ
の
町
の
対
応

は
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
、
資
格
確
認

書
が
交
付
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
も
周
知
し
て
ほ
し
い
。

答
①
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
利
用
方
法
、
利
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
な
ど
に
つ
い
て
は
交
付
済
み
の
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
前
に
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。
こ
の
資
格
確

認
書
を
医
療
機
関
等
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
ど
お
り

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
任
意
加
入
・

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
任
意
加
入
・

紙
の
保
険
証
は
残
す
こ
と

紙
の
保
険
証
は
残
す
こ
と

　　

��

医
療
機
関
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る

医
療
機
関
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る

　
資
格
確
認
が
基
本
と
な
る

　
資
格
確
認
が
基
本
と
な
る

問
徳
島
県
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
と
も
に
中
央
構
造

線
に
よ
る
直
下
型
地
震
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

①
地
域
の
人
口
に
見
合
っ
た
避
難
所
と
収
容
人
数
な
ど
は
。

②
東
部
地
域
避
難
所
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
。
そ
の
後
検
討

状
況
は
。

南
海
巨
大
地
震
に
備
え
た
対
策

南
海
巨
大
地
震
に
備
え
た
対
策

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　　
��

適
正
に
備
蓄
を
進
め
て
い
き
た
い

適
正
に
備
蓄
を
進
め
て
い
き
た
い

答
①
避
難
所（
表
１
）。
合
計
の
収
容
可
能
人
数
は

９
１
２
４
人
。

②
設
置
箇
所
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
具
体
的
に
決

ま
り
次
第
、
議
会
に
報
告
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
、
事
務
手
続

き
を
進
め
て
い
る
。

べ
て
い
る
。

①
西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
定
年
退
職
予
定
者
で
令
和

２
年
か
ら
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
退
職
し
た
の
は
何
人
か
。

②
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
は
、
町
民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
と

思
う
が
見
解
を
。

答
①
３
名
。

②
今
後
、
検
討
の
結
果
、
実
施
す
る
こ
と
が
固
ま
れ

ば
、
議
会
へ
説
明
の
上
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（表１）
藍住町指定避難所

1 藍 住 中 学 校

2 藍 住 東 中 学 校

3 藍 住 東 小 学 校

4 藍 住 西 小 学 校

5 藍 住 南 小 学 校

6 藍 住 北 小 学 校

7 藍住町民体育館
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問
県
が
令
和
６
年
度
に
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
補
助
事
業
を
は
じ
め

た
。
不
妊
治
療
が
原
因
で
離
職
や
雇
用
形
態
の
変
更
、
最

終
的
に
諦
め
る
選
択
を
し
た
夫
婦
も
少
な
く
な
い
。
事
業

に
関
す
る
通
知
文
書
は
い
つ
送
ら
れ
た
の
か
。

答
内
容
が
確
定
し
た
通
知
文
書
は
、
市
町
村
に
は
令
和

６
年
６
月
４
日
に
送
付
さ
れ
た
。

徳
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

徳
島
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　　

��

令
和
７
年
度
開
始
に
向
け
、
検
討
を

令
和
７
年
度
開
始
に
向
け
、
検
討
を

　
進
め
て
い
る

　
進
め
て
い
る

問
一
般
の
方
に
も
開
放
し
て
い
る
図
書
館
の
自
習
ス

ペ
ー
ス
が
好
評
だ
と
伺
っ
て
い
る
。
学
習
支
援
と
し

て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
専
門
的
な
指
導
者

を
入
れ
、
子
ど
も
を
対
象
に
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
場
を
設
け
た

と
こ
ろ
好
評
で
席
が
空
く
の
を
待
つ
児
童
も
い
る
。
図
書
館

２
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
と
の
併
用
は

で
き
な
い
か
と
声
が
あ
る
が
令
和
５
年
度
の
稼
働
率
は
。

答
約
22
％
。

子
ど
も
の
居
場
所

子
ど
も
の
居
場
所

（
自
習
ス
ペ
ー
ス
）に
つ
い
て

（
自
習
ス
ペ
ー
ス
）に
つ
い
て

　　
��

町
と
し
て
の
取
り
組
み
方
を
整
理
し
進
め
て

町
と
し
て
の
取
り
組
み
方
を
整
理
し
進
め
て

い
き
た
い

い
き
た
い

問
６
月
定
例
会
で
、
多
く
の
退
職
者
が
あ
っ
た
保
育
所

で
は
、
人
間
関
係
や
給
料
、
仕
事
量
に
関
す
る
退
職

理
由
に
つ
い
て
は
該
当
が
な
か
っ
た
と
の
報
告
を
い
た
だ
い

た
が
、
ど
の
よ
う
な
調
査
の
仕
方
だ
っ
た
の
か
。

答
町
内
各
認
可
保
育
所
か
ら
、
５
年
度
末
の
退
職
者
数

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
退
職
理
由
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を

行
っ
た
。
そ
の
中
で
一
番
退
職
者
が
多
か
っ
た
保
育
所
へ

改
め
て
保
育
所
内
で
の
問
題
等
を
確
認
し
た
。

問
来
年
度
か
ら
の
中
央
保
育
所
の
０
歳
児
の
受
入
れ
枠

は
あ
る
の
か
。

答
０
歳
か
ら
３
歳
児
を
対
象
に
募
集
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、募
集
内
容
に
つ
い
て
は
今
年
度
と
変
更
は
な
い
。

認
可
保
育
園
の
監
査
と

認
可
保
育
園
の
監
査
と

町
立
中
央
保
育
所
の
今
後
の

町
立
中
央
保
育
所
の
今
後
の

０
歳
児
枠
に
つ
い
て

０
歳
児
枠
に
つ
い
て

　　

��

０
歳
児
３
人
に
保
育
士
１
人
が
配
置
基
準

０
歳
児
３
人
に
保
育
士
１
人
が
配
置
基
準

問
県
か
ら
前
向
き
に
検
討
を
と
声
が
あ
る
一
方
で
、
本

町
が
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
な
い
理
由
は
。

答
令
和
４
年
４
月
か
ら
体
外
受
精
な
ど
の
基
本
治
療
は

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
治
療
費
と
し
て
、
ど
の

程
度
の
自
己
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
実
態
が
把
握
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
県
か
ら
９
月
に
保
険
適
用
後

の
治
療
費
に
つ
い
て
参
考
資
料
の
提
供
が
あ
り
、
一
定
の
積

算
根
拠
等
が
共
有
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
民
間
団
体
の
活
動
の
支
援
や
地
域
の
方
々
と
の
繋
が

り
を
深
め
、
地
域
の
一
つ
の
居
場
所
と
し
て
利
用
者

と
調
整
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
使
用
は
設
置
の
目
的
や
利
用

規
程
な
ど
か
ら
、
現
状
で
は
、
民
間
団
体
の
活
動
場

所
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
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問
投
票
行
動
が
困
難
な
方
な
ど
が
必
要
な
支
援
を
記
入

し
投
票
所
に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
投
票

支
援
カ
ー
ド
を
作
成
し
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
他
の
自
治
体
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
障
害
の
あ
る
選
挙
人
が
手
を
つ
な
い
で
い
な
い
と
不

安
に
な
る
場
合
に
は
、
家
族
や
付
添
人
が
寄
り
添
え

る
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
御
家
族
や
付
添
人
が
投
票
記
載
台
を
背
に
後
ろ
向
き

に
な
り
、
手
を
つ
な
い
で
い
た
だ
く
等
の
対
応
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
る
。

選
挙
投
票
所
で
の
投
票
支
援
に

選
挙
投
票
所
で
の
投
票
支
援
に

つ
い
て

つ
い
て

　　

��

投
票
支
援
、
投
票
環
境
の
向
上
に
取
り
組

投
票
支
援
、
投
票
環
境
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い

ん
で
い
き
た
い

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
の
認
知
症
に
関

す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
取
組
み
を
強
化
す
べ
き

で
な
い
か
。

答
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
推
進
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い

く
。問

本
人
や
家
族
等
が
診
断
後
早
い
段
階
で
同
じ
経
験
を

し
た
方
々
と
の
情
報
共
有
や
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
交
流
も
含
め

た
認
知
症
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
環
境
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
同
じ
経
験
を
し
た
方
々
と
の
情
報
共
有
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
る
場
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
が
あ

る
が
、
現
在
休
止
し
て
い
る
た
め
、
再
開
に
向
け
て
の
取
組

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
ケ
ア
技
法

で
あ
る
ユ
マ
二
チ
ュ
ー
ド
の
普
及
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
ま
ず
は
高
齢
者
を
支
援
す
る
関
係
者
が
学
び
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

問
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
に
お
け
る
G
P
S
端
末

の
活
用
や
高
齢
者
見
守
り
安
心
シ
ー
ル
交
付
事
業
な

ど
今
後
ど
の
よ
う
に
啓
発
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
各
事
業
で
の
チ
ラ
シ
の

配
布
等
を
活
用
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
窓
口
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ
た

地
域
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

地
域
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

　　

��

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
推
進
す
る
こ
と

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要

が
重
要

問
本
町
の
危
機
管
理
部
局
に
お
け
る
女
性
職
員
の
登
用

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
女
性
が
配
置
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
女
性
の
意

見
が
反
映
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
運
営
へ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
や
女
性
・
子
供
・
高
齢
者
な
ど
が
必

要
と
す
る
備
蓄
品
の
現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

答
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
等

に
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
を
明
記

し
た
り
、
運
営
担
当
職
員
を
男
女
同
数
に
す
る
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

　　

��

被
災
地
で
の
教
訓
や
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の

被
災
地
で
の
教
訓
や
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
く

ニ
ー
ズ
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
く

生理用品 3,428個
紙おむつ（子供用） 1,772枚
紙おむつ（大人用） 3,186枚

粉ミルク 130回分
液体ミルク 108本

哺乳瓶 63個
おかゆ 1,850食

女性・子供・高齢者が
必要とする

備蓄用品の状況
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藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告藍 住 町 議 会 議 員 研 修 報 告
　執行機関と議会との関係を見つめ直し、議会力の向上について考えるため、８月16日、議会議事堂
委員会室１において、議員研修会を開催しました。
　講師として元四国大学経営情報学部教授の本田利広氏をお迎えし、昨年12月に続いて「地方議会と二
元代表制」をテーマに、「二元代表制とチーム議会～再度、議会及び議員の役割を考える～」と題し、御
講演いただきました。

　二元代表制の一翼を担う地方議会（議員）
の責務や責任、これからの地方議員に求め
られることなどについて、改めて確認する
とともに、チーム議会については、先進的
な取組事例を交えながら、詳しく説明をし
ていただきました。

　今回の研修で学んだことをいかし、町民
の皆様から信頼され、必要とされる議会を
目指して、全議員が心を一つにして議会活
動、議員活動に取り組んでいきたいと考え
ています。

　

７
月
31
日
午
後
１
時
よ
り
自
治
会
館
会

議
室
に
お
い
て
、
徳
島
県
町
村
議
会
女
性

議
員
連
盟
総
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
大
阪
万
博
を
盛
り
上
げ
る
為
に
県

の
万
博
推
進
課
に
よ
る
研
修
が
行
わ
れ
、
渡

部
課
長
と
大
前
主
任
の
２
名
か
ら
徳
島
県
の

取
組
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
内
に
展
示
さ
れ
る
徳

島
県
ゾ
ー
ン
の
テ
ー
マ
は「
藍
色
」「
伝
統
工

芸
」「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
観
光
」そ
し
て「
阿
波

踊
り
」と
ワ
ク
ワ
ク
感
を
P
R
し
て
い
く
こ

と
で
現
地
に
出
向
い
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

質
疑
応
答
で
は
主
催
者
側
か
ら「
遠
足
・
修

学
旅
行
・
町
内
会
旅
行
等
の
実
施
を
し
て

ほ
し
い
」と
の
こ
と
で
す
が
、
ア
ク
セ
ス
面

で
ま
だ
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

次
に
総
会
に
移
り
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
次
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
議
会

が
直
面
し
て
い
る「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者

支
援
」の
政
策
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の
取
組
等
を
発
表
し
、

各
町
村
が
足
並
み
揃
え
、
共
有
を
図
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
町
村
民
の
方
々
と
前
に
向
か
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
話
に
な
り
予

定
時
間
を
少
し
超
過
し
終
了
し
ま
し
た
。

告告告告
報報報報
修修修修
研研研研
員員員員
議議議議

徳
島
県
町
村
議
会

徳
島
県
町
村
議
会

　
　
　
　
　
　
女
性
議
員
連
盟
総
会
に
参
加
し
て

女
性
議
員
連
盟
総
会
に
参
加
し
て

藍
住
町
議
会
議
員

藍
住
町
議
会
議
員  

宮　
本　
影　
子

宮　
本　
影　
子
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１０
月
１
日
よ
り
運
用
が
開
始
さ
れ
た「
藍
住
町
交

番
」の
内
覧
会
が
、
９
月
２０
日
に
行
わ
れ
、
本
町
議

会
か
ら
１２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
役
場
の
敷
地
内
に
新
設
さ
れ
た
同
交
番
は
藍

住
町
東
交
番
と
西
交
番
を
統
合
し
た
県
内
最
大
規

模
の
交
番
で
す
。

交
番
内
覧
会

交
番
内
覧
会

普通救命講習普通救命講習
受講の様子受講の様子

上勝町議会上勝町議会
デジタル推進特別委員会デジタル推進特別委員会
行政視察 来町行政視察 来町

令和６年度四国四県町村長・議長大会令和６年度四国四県町村長・議長大会
　９月24日、四国四県町村長・議長大会が愛媛県で
開催され、本町議会から米本議長が出席しました。
　大会では上程された６議案と決議、特別決議、共
同アピールなどが審議され、いずれも原案のとおり
決定されました。
　大会終了後、俳優・武道家の藤岡弘、氏と長女の
天翔愛氏、ラジオパーソナリティーの宮崎コウ氏に
よる「大人が変われば子供も変わる」～世界を旅して
知った日本の未来～と題した講演が行われました。

KOBAN

交番

あおり運転撲滅 交通安全 指名手配犯

特殊詐欺注意！
オ
レ
、
オ
レ
、

STOP
！

定　例　会　案　内定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎（088）637–3127

次の定例会は12月です。
定例会日程や議会だよりについてはホームページに掲載しています。

次号は２月に発行します。

本 会 議 を 傍 聴 し ま せ ん か
① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。
※郵送またはメールによる投稿をお待ちしています。
　議会事務局　E-mail:gikai@aizumi.i-tokushima.jp

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政・議会だよりに関する御意見をお寄せください。

投投 稿稿 規規 定定
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入　賞入　賞

最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞

※最優秀賞作品は表紙に掲載しております※最優秀賞作品は表紙に掲載しております

“応募総数168作品”“応募総数168作品”
たくさんの御応募ありがとうございましたたくさんの御応募ありがとうございました

藍住東小学校　５年　佐藤　　繋藍住東小学校　５年　佐藤　　繋

藍住西小学校　１年　岡本　鈴叶藍住西小学校　１年　岡本　鈴叶 藍住西小学校　３年　福島　和香藍住西小学校　３年　福島　和香 藍住西小学校　５年　藤本　莉愛來藍住西小学校　５年　藤本　莉愛來

藍住南小学校　3年　森　　芽依藍住南小学校　3年　森　　芽依 藍住南小学校　６年　林　　将生藍住南小学校　６年　林　　将生 藍住東中学校　１年　阪東　真生藍住東中学校　１年　阪東　真生

　藍住町議会夏休み絵画コンクールに作品を御応募いただいた小・中学生の皆さん、素晴らしい作品をあり
がとうございました。
　そして、数多くの優れた作品の中から入賞された皆さん、誠におめでとうございます。
　本町の小・中学校から168作品が寄せられました。11月18日から翌年１月10日まで（休庁日を除く、午前９
時から午後５時まで）の期間、本町議会議事堂に全作品を展示させていただきます。ぜひ、御観覧いただけ
ればと存じます。
　結びに、コンクールを開催するにあたり、御指導、御協力を頂きました全ての方々に対し深く感謝申し上
げます。

藍住町議会議長　米本　義博藍住町議会議長　米本　義博



142024（令和₆）.11.25　藍住町議会だより 119号
発行／藍住町議会　〒771-1292 徳島県板野郡藍住町奥野字矢上前52-1  ☎（088）637-3127　FAX（088）637-3156　　編集／藍住町議会広報特別委員会

　
『
議
会
だ
よ
り
』を
御
覧
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
も
残
り
一
か

月
ほ
ど
と
な
り
ま
し
た
。「
天

災
は
忘
れ
た
頃
に
来
る
」と
言

わ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
忘
れ

る
こ
と
が
な
い
く
ら
い
自
然

災
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
思

う
と
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
が

必
要
だ
と
頭
で
は
分
か
っ
て

い
ま
す
が
、
日
常
の
生
活
の

慌
た
だ
し
さ
に
追
わ
れ
、
後

回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
か
ら

お
互
い
の
安
全
を
意
識
し
、

地
域
全
体
で
助
け
合
え
る
文

化
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
育
て

て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い

ま
す
。

栗
島　
和
義

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

編
集
後
記

編
集
後
記

委
員
長　
竹　
内　
君　
彦

副
委
員
長　
元　
木　
春　
香

委　
員　
栗　
島　
和　
義

委　
員　
新　
居　
純　
一

委　
員　
前　
田　
晃　
良

委　
員　
宮　
本　
影　
子

８８  

月月

１
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
１
１
８
号
の
校
正
に
つ
い
て

５
日　

�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
定
例
会
及
び
全

員
協
議
会         （
徳
島
市
）

６
日　

�

板
野
郡
議
長
会
定
例
会
及
び

県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

（
板
野
町
）

８
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

（
徳
島
市
）

９
日　
中
学
生
海
外
派
遣
団
結
団
式

16
日
・
藍
住
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｐ10

　
　
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

令
和
６
年
度
藍
住
町
議
会

の
先
進
地
視
察
に
つ
い
て

　
　
・
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
▼
児
童
館
の
視
察
に
つ
い
て 

20
日　

�

徳
島
南
部
自
動
車
道
・
阿
南

安
芸
自
動
車
道
・
徳
島
自
動

車
道
等
整
備
促
進
決
起
大
会

及
び
要
望
活
動　
（
東
京
都
）

21
日
・�
四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成

会
東
京
大
会　
　
（
東
京
都
）

　
　
・
普
通
救
命
講
習

26
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼�

令
和
６
年
第
３
回
藍
住
町
議

会
定
例
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

９９  

月月

３
日
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
▼�

一
般
質
問
の
通
告
に
つ
い
て

　
　
・
９
月
議
会
定
例
会
開
会

４
日　
厚
生
常
任
委
員
会

５
日　
建
設
産
業
常
任
委
員
会

６
日　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
日
・
議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
▼�

あ
い
ず
み
商
品
券
発
送
事

務
に
つ
い
て

　
　
・
９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

ｐ６
～

ｐ10

16
日　

�

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
記

念
品
贈
呈
式

18
日　
藍
住
町
交
番
開
所
式

19
日　
９
月
議
会
定
例
会
閉
会

20
日　
藍
住
町
交
番
内
覧
会

24
日　
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

（
愛
媛
県
）ｐ12

1010  

月月

１
日　

�

河
北
町
制
施
行
七
十
周
年
記

念
式
典　
　
　
　
（
山
形
県
）

２
日　

�

第
十
堰
対
策
促
進
期
成
同
盟

会
通
常
総
会　
　
（
徳
島
市
）

３
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
１
１
９
号
の
作
成
に
つ
い
て

11
日　

�

上
勝
町
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
特
別
委
員
会
行
政
視
察

18
日　
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

（
北
島
町
）

24
日　
藍
住
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
▼
１
１
９
号
の
校
正
に
つ
い
て

31
日　

�

友
好
の
翼
・
河
北
町
民
号
来
町

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

徳命  徳命  高 田　　進 高 田　　進 氏氏わたしの一言わたしの一言わたしの一言わたしの一言
～われ以外みなわが師～
　私は、中学、高校とクラブ活動で卓球をしていました。２学年上の姉も高校から卓球を始めていたのですが、
ある時、家で初めてラケットを見たときに、ラケットを保護する木枠に「我以外皆我師」と達筆で書かれてい
ました。姉に聞くと、２年先輩の方から譲り受けたとのこと。初めて目にしたこの言葉に、感銘を覚えて、
一生大切にしていきたい言葉だと思いました。
　慢心や、人を見下す行為を戒めて、自分以外の全ての人を先生（師）と敬っ
て接していけば、大げさかも分かりませんが様々な紛争も少しは減ると思
います。自分自身はなかなかこうはなれませんが、いつも心に留めておき
たい言葉です。
　ありがたいことに私の周りには、素晴らしい、模範とさせていただける
方がたくさんおいでになるので、この方々をお手本に、これからが日々勉強、
成長の時と捉えて、明るく、朗らかに生きていける人生を歩んでいきたい
と思います。
　なお、「われ以外みなわが師」は、小説の吉川英治さんの言葉ということは、
30年程前に誰かから教えてもらいましたが、深い意味までは分かりません
でした。

10月31日
河北町民号来町


